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象徴とは何だろう？ 

天皇代替わりの諸行事を前にして 

小川 正明（日本基督教団 小金教会・会員） 

 

 大日本帝国憲法によれば、天皇は神であり、君主で

あり、統帥権（軍隊の最高指揮権）を持つ元首である。 

 日本国憲法では、天皇は象徴とされ、しかも、国民の

総意に基づく地位であるとされた。従って、象徴でしか

ないと言われるのである。 

 ところがこの象徴でしかなかったものが、だんだん、歪

められて、その地位が向上してきた。大切なものでる。

とか、敬いなさい。とか、更には、象徴こそすべてであ

る。などである。そして、ついには元首、君主としようと

するのであろうか。 

 信じがたいことではあるが、裕仁さんの人気もかなりの

数の国民の支持を得ていたように思われる。そして、明

仁さんになると、美智子さんブームに始まり、ほとんどい

い人であり、戦没者を追悼して国内外各地をまわり、災

害があれば現地に赴き被災者に寄り添う人。テレビ放

送で国民に直接呼びかけても反対する人はほとんどい

ない。徳仁さんもこの路線を継承していくのではないか

と思われる。週刊誌やマスコミが皇室の人気を高めてき

たのである。 

 このような象徴の地位の向上に大きく舵を切らせたの

は１９６６年に答申された「期待される人間像」ではない

かと思うので、以下に引用して詳細にみたいと思う。 

 １９６６年１０月に中央教育審議会答申として文部大臣

に出されたものである。 

第 1、第 2 略 

第 3 後期中等教育の拡充整備に伴う諸問題 

 １～９ 略 

「別記」期待される人間像 

第 2 部 日本人にとくに期待されるもの 

第 4 章 国民として 

１ 正しい愛国心をもつこと 略 

２  象徴に敬愛の念をもつこと 

日本の歴史をふりかえるならば，天皇は日本国およ

び日本国民統合の象徴として，ゆるがぬものをもってい

たことが知られる。日本国憲法はそのことを，「天皇は，

日本国の象徴であり日本国民統合の象徴であって，こ

の地位は，主権の存する日本国民の総意に基く。」とい

う表現で明確に規定したのである。 

もともと象徴とは象徴されるものが実体としてあっては

じめて象徴としての意味をもつ。そしてこの際，象徴とし

ての天皇の実体をなすものは，日本国および日本国民

の統合ということである。しかも象徴するものは象徴され

るものを表現する。もしそうであるならば，日本国を愛す

るものが，日本国の象徴を愛するということは，論理上

当然である。天皇への敬愛の念をつきつめていけば，

それは日本国への敬愛の念に通ずる。けだし日本国の

象徴たる天皇を敬愛することは，その実体たる日本国

を敬愛することに通ずるからである。このような天皇を日

本の象徴として自国の上にいただいてきたところに，日

本国の独自な姿がある。 

以下略  ここまで引用。 

 ここには、歴史をふりかえると、象徴としてゆるがぬも

のをもっていた。と言うが、天皇が象徴であるというの

は、１９４６年日本国憲法が公布されてから以後のことで

ある。かつて、憲法学者が天皇機関説を唱えたところ、

天皇を機関とは、けしからんと叩かれ、職を追われた。

その頃、象徴だなどと言ったら、飾り物ではないと、大

変なバッシングを受けたであろうと思われる。とても歴史

的に一貫しているとは言えるものではない。 

また、根拠となる日本国憲法には、この地位は、主権

の存する日本国民の総意に基く。と、明確に規定され

ていることには重きをおかずに、単純に、日本国の象徴 
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たる天皇を敬愛することは、その実体たる日本国を敬

愛することにつながる。と結論づけている。 

 国を愛する者が、象徴を愛すると当然のように言うこと

は誤りである。むしろ、国民の総意に基づかないものは

象徴の地位にいられないということである。 

 その後、教育界では日の丸・君が代の強制問題が起

こり、国旗国歌法が制定された。 

 君が代伴奏を弾くように強制された音楽教師が、これ

をジャズ風にアレンジして演奏したということで処分され

たり、教員採用試験の際、国旗、国歌は踏み絵のような

役割を担わされている。思想良心の自由の侵害であ

り、これに迎合する人だけが、公立学校の教員に採用

されることになり、教師の多様性や質が損なわれること

になる。 

 今年は３０年ぶりの天皇代替わりを迎えているが、昨

年１２月「即位礼・大嘗祭違憲訴訟」が東京地裁に提訴

された。即位正殿の儀については、国民主権を無視し

ていることが問題であり、大嘗祭については、明白な神

道儀式であり、政教分離違反である。これらに多額の税

金を投入することは、国民として納得できないという人

が大勢いることを裁判を含め、あらゆる機会に表明して

いかなければならない。 

 小池都知事は、９月１日墨田区横網町公園で開かれ

た関東大震災朝鮮人犠牲者を悼む式典に、２０１７年か

ら３年連続で都知事としての追悼文を送ることを拒否し

た。事実の風化につながるものである。 

 ２５年前、阪神淡路大震災が起こった時、現地の在日

朝鮮人の間では、関東大震災での大虐殺の再来を真

剣に恐れたということを聞いた。幸いそのようなことには

ならなかったが、日本人は忘れていても、被害に会った

人たちにとっては、身近な問題としていつまでも残って

いるものであると知らされた。 

 今、日韓関係は険悪な状況になっている。このような

中でヘイトスピーチもやまない。３年前ヘイトスピーチ解

消法が施工されたが、ザル法とも言われている。そのた

め各自治体では独自に差別禁止条例などが検討され

ている。これは、表現の自由などと言う問題ではない。

ヘイトスピーチを許さない社会にしなければならない。

隣人との距離が離れていくと、不信感が募り、恐怖感へ

と増悪される。今しっかりと、９６年前の関東大震災の虐

殺を心に刻んでおかないと、繰り返される大地震で、デ

マに誘導される事態が起るのではないかと危惧するも

のである。 

 

２０１９年８月２３日例会奨励「福音を宣べ伝えなさい」 

  マルコの福音書１６章１４～２０節 山川 暁（単立鶴川キリスト教会伝道師） 

敗戦から７４回目の８月１５日を迎えたが、日本政

府と韓国政府の関係は極度に冷え込んでいる。この事

態の中で、平和の君,イエスさまは心を痛めており、同

時に、西川長老が絶えず口にしていた「平和を作る者

たちは幸いである。その人たちは神の子と呼ばれるか

らである。」という聖句の重要さを覚えさせられる。 
 同盟教団の平和祈祷集会で、青山学院大学の森島豊

氏が「何故、日本ではキリスト教が広がらないのか」

と題して講演した、日本には秀吉以来、キリスト教が

広がらない宗教政策があるからだという。だが、こう

した宗教政策があるために福音が広がらない、と言っ

ていて済ませていてもよいのか。私たちキリスト者と

教会の宣教の取り組みに問題はないのか。今夕はマル

コの１６：１４～２０から、福音宣教について考えて

みたい。 
 クリスチャンの多くは、トラクトを配り、伝道集会

に知人や友人を招いた経験を持っている。しかし、私

はそうして伝道活動が実を結んだことを体験してい

ない。何故実を結ぶことがなかったのか、そのことを

反省し、検証したこともない。 
 しかし、イエスさまは弟子たちに語っている。「全世

界に出て行き、福音を伝えよ」と。弟子たちは出て行

き、いたるところで福音を伝えた。弟子たちの宣教に

は聖霊の働きが伴い、宣教を確かなものとした。その

意事実に目を向けたい。 
 インターネットの時代、トラクトを配布して歩くこ

とは時代遅れなのか。どのようにして福音を伝えたら

よいのか、そのことが問われているのではないのか。

現代においての福音宣教は、便利な科学技術に頼らず、

原点に立ち返ってイエスさまの弟子たちがなしたよ

うに、額に汗を流して福音を伝えることが求められて

いるのではないのか。
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